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淀川花火大会は、水都大阪を流れる淀川とわが街をこよなく愛する地元

ボランティアスタッフが地域住民等からの寄付によってのみ費用を賄い、

「企画・運営・実行」を担う「手作りの花火大会」。

誕生は平成元年。「平成淀川花火大会」として17年間、なにわの夏の風

物詩として恒例となってきたが、平成18年からはオール大阪の支援を受け、

名称も「なにわ淀川花火大会」と改め、より一層の大阪の活性化を目指す

としている。

（表紙写真）

夏の風物詩　なにわ淀川花火大会



会員及び賛助会員の皆様には、日頃より当協会の活動にご理解ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
まず、はじめに、本年１月1日に発生しました能登半島地震により被災された方々、今なお、避難生活
を余儀なくされている皆さまに心よりお見舞い申し上げます。
国内においては、ウクライナ情勢の影響もあり、エネルギー危機や物価高騰等が国民生活を直撃すると
ともに、我が国の経済は、外需の大幅な減少等により、厳しい状況が続いておりましたが、経済対策や補
正予算等の効果が相まって、株価の高値や賃上げ等、明るい兆しががみられるようになりました。
一方、建設業界においては、一部原材料不足等による資機材価格の高騰による影響があるものの、民間
需要に支えられ、堅調な状況が維持されています。
そのような中、国土交通省は、令和６年度予算において、約５兆２千９百億円に上る前年度並みの公共
事業費の確保を図るなど、社会資本の整備に寄与するとともに、安全・安心で豊かな国民生活の実現に資
することが期待されるところです。
さて、本年４月から罰則付き時間外労働の上限規制が始まっており、「働き方改革」のより一層の推進
が求められております。
そのためには、ICTの活用による施工の省力化技術の一層の普及や長時間労働を余儀なくされる現場
における業務の効率化、合理化に寄与するバックアップ体制の確立等、長時間労働改善に向けた生産性向
上と発注者、ゼネコン等の協力も必要であります。
そこで、昨年４月に日本空調衛生工事業協会が日本電設工業協会と共同で『適切な工期設定及び契約変
更並びに「働き方改革関連法」の遵守に向けたお願い』を公表し、「働き方改革」推進に向け、公的発注
機関や発注者、ゼネコン、各諸団体等への要請活動が展開されております。
日本空調衛生工事業協会近畿支部としましても、さる２月に、日本建設業連合会関西支部に対しまして
日本電設工業協会関西支部と共同で「働き方改革関連法」遵守に向け、要望を行ったところです。
今後も、日空衛本部と緊密に連携を図りながら、関係団体と協力して「働き方改革」を推し進めてまい
りたいと存じますので、会員各位におかれては、「働き方改革」のより一層の取組みをお願い申し上げます。
また、空調衛生工事業界としましても、生産性向上における先進的な取組を普及させ、「脱炭素社会」
の実現に向けた省エネ・省CO２の最先端技術を駆使した「ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）」の
普及促進等、先導的役割を担い、業界としてのプレゼンスを更に高めていく必要があります。
そのためにも、当協会は、空調衛生工事業が魅力ある産業であることをこれからも発信してまいります。
最後になりましたが、会員及び賛助会員の皆様の益々のご発展とご健勝、ご多幸をお祈り申し上げまし
て、ご挨拶とさせていただきます。

会　長 北　村　広外志
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一般社団法人大阪空気調和衛生工業協会の第51

回定時総会は５月14日（火）、大阪市中之島のリー

ガロイヤルホテルで開催し、諸官庁との懇談会、

配管技能コンテストの実施、青年部会及びなでし

こ設備会による各種研修事業の実施等、令和６年

度の事業計画を決定した。

定時総会は定刻午後２時30分、林寿二専務理事

の司会で始まり、総会出席者数が定款第20条の規

定の定足数を満たしているので、本総会が有効に

成立していることを報告した。

続いて、挨拶に立った北村広外志会長は、「働

き方改革の推進には、更なる ICT の活用と現場

における業務の一層の効率化等が必須。また、脱

炭素社会の実現に向け、ZEB の普及促進等の先

導的役割を担い、業界としてのプレゼンスを高め

ていく。」と強調した。

定款第19条の規定により会長が議長に就任する

旨を述べた。

定款の規定に従い、北村会長が議長に就任し、

北村議長は定款第26条の２の規定に基づき議事録

署名人として、下記の両名を指名し、会員に諮っ

たところ全員異議なく了承したので、両名を議事

録署名人に指名した。

　　議事録署名人　　上杉　晴一

　　　　 同　　 　　 藪本　繁明

両名はこれを了承した。

続いて、議長　北村広外志は、本日提案の議案

内容の説明について、議事進行の都合上、議事次

第の順序を次のとおり一部変更したい旨申し出た。

第１号議案「令和５年度　事業報告の件」と第

３号議案「令和６年度　事業計画（案）の件」を

委員会ごとに説明し、次に第２号議案「令和５年

度　決算報告の件」、第４号議案「令和６年度　

収支予算（案）の件」は事務局より一括して説明

を行い、その後、監事から監査報告を行った後に、

議案ごとに順次諮っていきたい。

以上について議長が会員に諮ったところ全員異

議なく了承された。

総会会場（全体）
挨拶する北村会長

第51回定時総会開催

「働き方改革」の一層の推進及び脱炭素社会の実現に向け、先導的役割を担う
令和６年度の事業計画・予算など決定
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議事審議の経過と結果

第１号議案「令和５年度（事業報告の件」

第３号議案「令和６年度事業計画（案）の件」

各委員会の担当理事が、議案書に基づいて事業

報告の件、事業計画（案）の件をそれぞれ説明した。

総務委員会　　平地秀行理事

経営委員会　　森田　明理事

広報委員会　　木村之彦理事

技術委員会　　西岡　毅理事

労務委員会　　福地文雄理事

第２号議案「令和５年度決算報告の件」

第４号議案「令和６年度（収支予算（案）の件」

林専務理事は議案書に基づいて、第２号議案、

第４号議案を説明した。

令和５年度正味財産増減計算書に基づく決算報

告は

経常収益　　　　　　計　　44,603,046円

経常費用　　　　　　計　　43,044,126円

当期正味財産増減額　計　　 1,356,420円

正味財産期末残高　　計　　64,724,735円

となる旨を報告した。

次に、令和６年度収支予算（案）について、

経常収益計は、43,547,860円、経常費用計は、

58,165,280円、予備費1,000,000円を計上した旨

を説明した。

「会計監査報告」

金子達哉監事は、令和５年度決算報告について、

会計に関する帳簿等関係書類を監査の結果、適正

に処理されていることを認める旨を報告した。

北村議長は、前もって承認を得たとおり、第１

号議案から第４号議案までを順次会員に諮ったと

ころ、すべて全員異議なく承認された。

第５号議案「役員選任の件」

北村議長は、令和４年５月12日に就任又は再任

した現役員及び令和５年5月16日に就任した現役

員が定款第31条の規定により、本定時総会の終結

の時をもって任期が満了するので、定款第28条の

規定による新役員の選任を行いたい旨を告げ、そ

の選任方法を会員に諮ったところ、議長に一任さ

れたので、議長は役員選考委員として次の４名を

指名した。

　不二熱学工業株式会社大阪本店　松本　晋一

　三機工業株式会社関西支社　　　勝野　耕治

　株式会社テクノ菱和大阪大阪支店　武田　和夫

　三建設備工業株式会社大阪支店　永田　博巳

北村議長は、選考委員による別室での協議のた

め暫時休憩する旨を述べた。

小憩後、選考委員による選考結果を受けた議長

は、新しい理事21名と監事２名の役員候補者を次

のとおり発表した。

◇理事

赤松孝宏、上杉晴一、勝野耕治、河部和生、

北村広外志、木村之彦、城口俊雄、武田和夫、

　辻　武寿、永田博巳、西岡　毅、林　壽二、

平地秀行、福地文雄、松本晋一、若林尚史、

（以上再任）

綾目圭志、金子昌史、橋本　輝、藤原和明、

山口武男

（以上新任）

◇監事

金子達哉、樋口清一

（以上再任）

北村議長は、役員候補者について会員に諮った

ところ、全員異議なく承認された。

以上で第51回定時総会の議事が全て終了したの

で、北村議長は、午後３時30分閉会を宣言した。

総会終了後、臨時理事会が開催され、会長

副会長、専務理事の選任が行われた。

会長には、北村広外志理事が再任された。副会

長３名には、城口俊雄理事及び若林尚史理事並び

に河部和生理事が再任された。専務理事には、林

　寿二理事が再任された。また、理事の業務分担

（５ページに掲載）が決められた。
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（一社）大阪空気調和衛生工業協会全般に関する事業
１．50周年記念式典・同祝賀会の開催
２．50周年記念誌の発刊

総務に関する事業
１．総会及び新年交礼会等の開催
２．叙勲、褒章並びに大臣表彰等の受賞候補、技能功労者等受賞候補者の推薦を行う
３．会員従業員の福利厚生面の充実を図るため、スポーツ大会や各種行事を行う
４．他の部門に属さない事業の運営を図る

経営に関する事業
１．公共工事の直接発注拡大促進を図る
２．事業推進のため、諸官庁との「懇談会」の開催、及び関係機関に対し建議陳情を行う
３．（一社）日本空調衛生工事業協会近畿支部会長会議及び近畿支部会を開催し、情報や意見交換を
通じて連携を深める

４．新技術、新商品説明会等を通じて、会員及び賛助会員との交流の促進を図る
５．建設業団体との交流を通じて情報交換や協力関係を図る
６．配管、ダクト、保温保冷の三団体との連携を図る
７．青年部会及びなでしこ設備会による各種研修会等を実施する
８．社会貢献として、募金活動及び清掃活動を実施する

広報に関する事業
１．機関誌「大空衛」を年２回発行する
２．ホームページの更新・充実により、情報発信を強化する

技術に関する事業
１．衛生設備や空調設備の調査・研究、技術ニュースを発行する
２．登録配管基幹技能者講習、登録ダクト基幹技能者講習の運営に協力する
３．技能者養成及び未来の技能者育成を目指し、配管工、高校生・専門学校生を対象に、第14回配管
技能コンテストを実施する

４．配管技能検定試験の実技試験運営事務を行う

労務に関する事業
１．労働災害防止及び労働安全衛生の意識高揚を図り、災害ゼロの明るい職場づくりを進める安全衛
生大会を開催し、無災害の優良工事現場の表彰を行う

２．労働災害の防止を目的に、安全管理活動の促進を図るため安全パトロールを行う
３．大阪配管高等職業訓練校への助成を行う
４．（一社）大阪電業協会と合同で新入社員研修会を行う

自　令和６年４月１日　至　令和７年３月31日

令和６年度令和６年度令和６年度
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令和６年５月

（一社）大阪空気調和衛生工業協会

（○新任役員　　※業務分担の変更役員）

会 長 北 村 広外志 ダイダン株式会社大阪本社
副 会 長 総務・経営担当 城 口 俊 雄 株式会社大阪城口研究所
副 会 長 広報担当 若 林 尚 史 若林設備工業株式会社
副 会 長 技術・労務担当 河 部 和 生 須賀工業株式会社大阪支社

１．総務委員会
委 員 長 ※木 村 之 彦 木村工業株式会社
副委員長 平 地 秀 行 鳳工業株式会社
理 事 ○藤 原 和 明 東洋熱工業株式会社大阪支店

２．経営委員会
委 員 長 ○綾 目 圭 志 ダイダン株式会社大阪本社
副委員長 辻 武 寿 株式会社精研
理 事 武 田 和 夫 株式会社テクノ菱和大阪支店

３．広報委員会
委 員 長 ※松 本 晋 一 不二熱学工業株式会社大阪本店
副委員長 ○橋 本 輝 ダイクウ株式会社
理 事 ○金 子 昌 史 日比谷総合設備㈱関西支店

４．技術委員会
委 員 長 西 岡 毅 株式会社朝日工業社大阪支社
副委員長 ※赤 松 孝 宏 高砂熱学工業株式会社関西支店
理 事 永 田 博 巳 三建設備工業株式会社大阪支店
理 事 ○山 口 武 男 新菱冷熱工業株式会社大阪支社

５．労務委員会
委 員 長 福 地 文 雄 柳生設備株式会社
副委員長 ※上 杉 晴 一 新日本空調株式会社大阪支店
理 事 勝 野 耕 治 三機工業株式会社関西支社

専務理事 林 寿 二 （一社)大阪空気調和衛生工業協会
監 事 金 子 達 哉 株式会社三冷社西日本支社
監 事 樋 口 清 一 大阪ガス株式会社

令和６年度
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安全労務専門委員

○安全パトロール
○安全衛生大会の企画・
　運営

新原　辰美
（新日本空調㈱大阪支店）

辻　髙司
（日比谷総合設備㈱関西支店）

宮地　直人
（㈱朝日工業社大阪支社）

堤　英治
（須賀工業㈱大阪支社）

稲岡　栄治
（三機工業㈱関西支社）

広報専門委員

○ホームページ管理、
機関紙「大空衛」の発行

柊　　　彰（㈱精研）
金谷　泰久（日比谷総合設備㈱関西支店）

経営専門委員

○経営委員会活動の
　サポート、府下市町村へ
　分離発注の陳情等

長元　伸吾（ダイダン㈱大阪本社）
石原　真典（㈱テクノ菱和大阪支店）
池田　良照（㈱精研）

技術専門委員

○空調部会・衛生部会に
分かれ、技術ニュース
を発行

空
調
部
会

益田　佳典
（ダイダン㈱大阪本社）

辻　　晴亮
（三機工業㈱関西支社）

吉田　則章
（㈱朝日工業社大阪支社）

山口　淳志
（高砂熱学工業㈱関西支店）

岩見　康秀
（新菱冷熱工業㈱大阪支社）

衛
生
部
会

三輪　晃洋
（須賀工業㈱大阪支社）

瀧口　佳典
（三機工業㈱関西支社）

平野　　匠
（㈱西原衛生工業所大阪本店）

新保東輝彦
（㈱朝日工業社大阪支社）

原田総一郎
（大阪工業技術専門学校）

会 　 長 長元　伸吾（ダイダン㈱大阪本社）
副 会 長 佐野　文則（㈱大阪城口研究所）

〃 岸田　佑介（鳳工業㈱）
〃 大東　一弘（不二熱学工業㈱大阪本店）

総 務 委 員 会 委員長
北川　朝史（㈱西原衛生工業所） 定時総会、安全衛生大会、新年交礼会の運営

実 務 委 員 会 委員長
佐野　 龍（若林設備工業㈱） 研修会（会員向け・青年部会向け）

交 流 委 員 会 委員長
石原　真典（㈱テクノ菱和大阪支店）

野球大会、ボウリング大会、
フットサル大会の運営、レクリエーション活動

福 祉 委 員 会 委員長
土肥　孝輔（㈱日設関西支店）

募金活動、日赤等へ寄付活動
クリーンＵＰ

協 会 50 周 年
準 備 委 員 会

委員長
福谷　篤正（新菱冷熱工業㈱大阪支社）

50周年記念誌制作委員会への参画
50周年記念式典・祝賀会準備等

会 　 長 伊藤沙也香（㈱大阪城口研究所）
副 会 長 岸田　莉央（須賀工業㈱大阪支社）

〃 川本　菜月（㈱精研）

会員 23 名

会員 13 名

令和６年度 専門委員の紹介

令和６年度 青年部会の紹介

令和６年度なでしこ設備会の紹介
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当協会の設立50周年記念式典が、令和６年５月

14日午後４時半から、リーガロイヤルホテルで多

数の来賓を迎え、約270人の出席のもと、盛大に

執り行われました。

黙祷の後、北村会長の式辞に続き、近畿地方整

備局長（中山営繕部長代読）、大阪府知事（森岡

副知事代読）、大阪市長（青木建築設備担当部長

代読）、日本空調衛生工事業協会藤澤会長から祝

辞を頂戴いたしました。その後、協会の活動に貢

献された役員、専門委員他、計32名に感謝状が贈

呈されました。

閉会にあたり、実行委員長の若林副会長から御

礼のことばがありました。

式典終了後、午後５時半からの記念祝賀会には

約300人が出席して開催されました。

城口副会長による乾杯の後、アトラクションと

して、ベリーダンス（発祥は、エジプトにおける

巫女の舞）及びタンヌーラ（エジプト伝統旋回舞

踊）を披露。出席者は、ダイナミックかつ華麗な

ダンスに終始見入っていました。閉会にあたり、

河部副会長による一本締めで終了しました。

記念式典風景

記念祝賀会風景

設立50周年記念式典・祝賀会を盛大に開催
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当協会は、毎年恒例となっております（一社）

大阪電業協会と合同の令和６年度新入社員研修会

については、コロナ前の状態に戻し、開催しました。

講師は、両協会所属会社の経営者や経験豊富な

熟練社員、入社数年の社員が担当しました。

講義内容は、社会人に求められる基本姿勢から

ビジネスマナー、営業の方法、安全知識、熟練社

員の体験談まで幅広い分野に及び、研修会に参加

された新入社員は、諸先輩が語る講義に熱心に聞

き入っていました。

業務ご多忙の中、講師として登壇下さいました

皆様に厚くお礼申し上げます。

◇開催日時　令和６年４月８日（月）、９日（火）

　　　　　　両日のうち１日受講

　　　　　　10：00 ～ 17：00

◇会　　場　エル・おおさか南館５階南ホール

◇受講者数　91名（内当協会６社10名）

【経営者による講話】

（仕事を面白くするコツ、人間関係をうまく

   するコツ、将来を見据えて他）

新日本空調㈱大阪支店

　上席執行役員大阪支店長　　上杉　晴一

【３～５年目社員の講話】

（仕事の紹介、入社～現在、現場で大変だったこと他）

三機工業㈱関西支社

　空調衛生技術１部技術２課   平野　皓巳

【営業に関する講話】

（普段の実務について、新入社員に期待すること）

若林設備工業㈱

　営業部課長　　　　　　　　佐野　　龍

【工事に関する熟練社員の講話】

（仕事のやりがい、体験した試行錯誤他）

不二熱学工業㈱大阪本店

　工事部工事第一グループ課長　小畠　直人

令和６年度新入社員研修を実施
経営者、先輩から幅広い知識習得
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受講して気づいたこと
１．入社して、２・３年だけ学ぶではなく10年・
20年たっても学ぶと教えて頂きました。

２．挨拶や会話には心をこめるということで
す。目上の人と話す機会が沢山ありますが、
間違った言葉遣いでも心をこめて気遣えば
気持ちが伝わる事に気づきました。

３．安全衛生について気付いた事がありまし
た。「安全」というのは存在していない。
あるのは「危険」だけです。危険をいかに
的確に予測し確実に防止する。

４．失敗してもいいという事です。まだ新人の
私達は失敗を積み重ねる事が大切だと学び
ました。失敗を恐れて学ぼうとしない何も
しないのではなく、常に挑戦を続けること
が大切だと気付きました。

今日から実行する事
１．積極的に自ら行動してお話を聞いて少しで
も周りの先輩から良い所を吸収して自分自
身が成長出来るように日々勉強し仕事に励
んでいきます。

２．「報・連・相」とわからない事はすぐに聞
く事は、すぐに実行できるので心掛ける。

３．身の回りの整理整頓を行い自分の時間を増
やし頭の中も整理された状態で仕事をす
る。

４．メモを取るだけでは、その時その日しか覚
えていないから前頂いた手帳のメモの所に
メモのまとめを書くようにする事で覚える
ようにする。

（受講後の感想を抜粋）

若林設備工業㈱　佐野龍様 不二熱学工業㈱大阪本店　小畠直人様

新日本空調㈱大阪支店　上杉晴一様 三機工業㈱関西支社　平野皓巳様
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日本空調衛生工事業協会（藤澤一郎会長）は

５月21日、東京都千代田区の帝国ホテルで第76回

定時総会を開催した。

冒頭、藤澤会長は、「理事会で決定した「空調

衛生工事業のカーボンニュートラル行動計画」に

基づき、CN推進へ向けての会員の一層の尽力を

お願いする」と要請した。

総会では、令和５年度事業報告・決算報告に続

いて、令和６年度の事業計画・予算を決定した。

このあと、令和６年度業界実践スローガンを原

案通り決議した。

また、総会で役員の選任を行い、理事の一部交

替に伴う第41期（令和６年度）の役員の業務分担

を決めた。

藤澤会長

日空衛　第76回定時総会を開催

働き方改革やカーボンニュートラル（CN）を推進
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われわれ空調衛生工事業は、快適空間の創出と地球環境の保全を担う産業としての誇りを持ち、優れた技
術と品質の確保及び「顧客満足度の向上」を最大の目的として、市場環境変化に対応する経営改革に取り組
むとともに、空調衛生工事業界のプレゼンスを高めるため、一致団結して次のスローガンの実践にあたろう。

１．生産性の向上、適正な工期の確保とともに施
工現場の４週８閉所の拡大・定着を図ること
により、「働き方改革」を推進しよう

２．健康で安全な労働環境づくりにより新４Ｋの実
現を図るとともに、空調衛生工事業のイメージ
アップを図り、未来を担う多様な人材の確保・
育成を図ろう。

３．地球温暖化防止に積極的に取組み、カーボン
ニュートラルの実現とＳＤＧｓの達成に貢献
しよう

４．直接発注（分離発注）等の適切な発注方式を
推進するとともに、直接発注の案件について
はできる限り対応しよう

５．建設業法の許可業種区分について、「機械設
備一式工事」または「空調衛生工事」の実現
を目指そう

６．法令の遵守ならびに人権への配慮により企業
の社会的責任を果たす事業運営を徹底しよう

支部会には本部から髙橋広幸専務理事を含め、

団体・企業会員ら40名が出席。開会挨拶で北村支

部長は、大要、次のとおり述べた。

◇昨年の支部活動では、近畿支部会長会議で、

各空衛協会の活動について、活発に意見交換

を行った。

日本空調衛生工事業協会（日空衛）の近畿支部

（北村広外志支部長）は２月14日、大阪市中央区

のシティプラザ大阪で令和５年度近畿支部会を開

催し、最近の日空衛の活動などを確認した。

挨拶する
北村支部長

支部会の会場全体

令和６年度業界実践スローガン

日空衛　近畿支部会を開催

適正工期、働き方改革等日空衛の取り組み確認
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◇近畿支部経営委員会と近畿地方整備局営繕部

との懇談会では、『2024年４月からの時間外

上限規制に対応した工期設定』、『技術者不足

に対応した発注方式』、『総合評価方式におけ

るWLB推進企業への加点等の取組』等につ

いて、活発に意見交換を行った。・「働き方改

革」推進に向け、日空衛等による発注者等へ

の要望活動を受け、当支部も日本電設協関西

支部と共同で日建連関西支部へ適切な工期設

定等の要望を行なったところ。

◇会員においては、「働き方改革」の一層の取

組をお願いする。

引き続き、日空衛・髙橋専務理事が「最近の日

空衛の活動について」と題して、主として、以下

の取り組みなどを紹介した。

◇建設業の働き方改革

◇建設キャリアアップシステムの取り組み

◇建設分野における特定技能制度の概要

◇「監理技術者制度運用マニュアル」改正

終了後の懇親会では、来賓の国土交通省近

畿地方整備局営繕部設備技術対策官の森田良

次様から挨拶をいただき、日空衛・藤澤一郎

会長の発声で乾杯し、支部活動について忌憚

のない意見を交換し合い親睦を図った。

善行者と産業・福祉衛生・教育等各界功労者・

団体を表彰する「憲法施行記念式並びに表彰式」

が５月７日、大阪市北区の大阪国際会議場（グラ

ンキューブ大阪）で開催されました。

吉村洋文大阪府知事の式辞と日本国憲法前文の

朗読、来賓祝辞に続き表彰式が行われ、

９の団体と369名が表彰されました。

当協会からは産業功労者・建設関係の部で木村

之彦理事（木村工業㈱代表取締役）が表彰されま

した。

日空衛の活動を
報告する
髙橋専務理事

活発な意見交換の懇親会

大阪府知事表彰を受賞した木村氏

当協会から木村之彦氏が受賞

憲法施行記念式並びに表彰式
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優　勝 ㈱朝日工業社 準優勝 高砂熱学工業㈱

第３位 ダイダン㈱ 第４位 須賀工業㈱

第５位 新日本空調㈱ 第６位 ㈱西原衛生工業所

第１回フットサル大会は令和６年２月22日（木）
に室内冷暖房完備のセレッソフットサルパーク福
島にて開催されました。試合方式はランダムリー
グ戦方式（１チーム５試合）を採用し上位６位チー
ムで順位決定戦を行いました。全22チーム（総勢
260名）で戦い、全試合が熱戦した１日となりま
した。
開会式で挨拶に立った河部副会長は「くれぐれ
も怪我のないように。歴史に残る第１回大会とな
るように。」と参加者らに呼びかけました。
開会式ではサプライズゲストとして「セレッソ
大阪　森島社長様」にご挨拶いただきました。元
日本代表でもありMrセレッソの異名をもつ森島
社長様の登場で会場は大盛り上がりでした。
青年部 長元会長より「怪我に関しては十分気
を付けること」として大会運営・注意事項の説明
があり参加チーム全員の身が引き締まった後、試
合が開始されました。
閉会式では林専務理事より優勝チームから第６
位までのチームには優勝シャーレやトロフィー、
表彰状等が授与されました。その後、森島社長よ

りいただいたサイン入りユニホームやセレッソ大
阪のグッズ、選手のサインが当たる大抽選会を行
いました。くじ引きは青年部 長元会長が行い全
チームが一品当たるようになっており会場のボル
テージが高まった瞬間でした。
そして、林専務理事より閉会挨拶もあり、大会
参加者の健闘を称えられました。大会を通じ、正
会員と賛助会員の交流の場として有意義な時間と
なりました。どうしても接触が多いスポーツの為、
審判団によりラフプレーには厳しく対応をしてい
ただきました。大会を終えて怪我人数はゼロで無
事開催できました。
初めての大会でしたが審判団及び青年部会の皆
様による運営・進行により円滑に進み、無事終了
することができました。関係各位に心から感謝申
し上げます。
怪我人ゼロにより引き続き第２回大会を開催し
たいと各チーム試合後のアンケートでも高評価を
いただき、第２回大会開催を望む多くの声が届い
ております。

朝日工業社　　　　　竹ノ下直樹 選手
高砂熱学工業㈱　　　横田　そら 選手

最優秀選手賞
敢　　闘　　賞

セレッソ大阪森島社長よりご挨拶 団体表彰優勝　㈱朝日工業社 河部副会長挨拶

大抽選会 個人表彰 青年部 長元会長 大会運営説明

第１回フットサル大会
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大阪府の令和５年度「優秀建設施工者」表彰式
が、令和６年２月７日に大阪府庁本館５階正庁の
間で行われ、27名（熟練工部門17名・青年部門　
10名）が表彰され、当協会推薦の２人が知事表彰
を受けました。
同表彰は、平成６年度から行われ
ているもので、当協会、大阪建設業
協会などの建設関連団体が配管工、
ダクト工、熱絶縁工、鉄筋工、左官
工、大工、電気工など各職種の優秀
施工者を推薦し、大阪府が表彰して
いるものです。
式典では、大阪府知事表彰実行委
員会を代表して大阪電業協会の告野
常任理事が挨拶し、続いて森岡武一
大阪府副知事が挨拶し、森岡副知事
から受賞者27名に表彰状・記念品が
授与されました。

当協会から推薦した関西配管工事業協同組合所
属企業の㈲朝倉設備の木下秀作氏（配管工）が熟
練工部門で、同協会所属企業の㈲朝倉設備の立居
場陵氏（配管工）が青年部門で、それぞれ大阪府
知事表彰を受賞しました。

青年部会　日本赤十字社に10万円寄付
協会青年部会（長元伸吾会長）は、協会行事や
部会活動を通じて募った10万円を日本赤十字社に
寄付しました。

この日本赤十字社への募金活動は「何らかの活
動を通じて社会に貢献したい」という青年部会の
発案で行われているもので、今回で15回目です。

募金を手渡す森田委員長（右）

木下秀作氏（熟練工部門）

歓談風景

立居場陵氏（青年部門）

協会推薦の木下氏、立居場氏が受賞

令和５年度「優秀建設施工者」大阪府知事表彰

青年部会・なでしこ設備会　活動だより
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青年部会・なでしこ設備会合同で施設見学会を実施
＠滋賀県湖南市　TOTO滋賀工場

令和６年３月６日（水）に青年部会となでしこ設備
会合同の見学会を実施しました。今回は、TOTO
グループにご協力いただき、衛生陶器の生産拠点
である滋賀工場を訪問させていただきました。
こちらの建物は工場全体が見学を意識したつく
りとなっています。座学にて、TOTOグループ
の歴史、衛生陶器の製造工程について学んだ後に
工場を見学しました。陶器は20種類以上の天然素
材を原料としていますが、原料と水を細かく粉砕
し、泥漿（でいしょう）が作られる工程から、成
形工程、焼成工程、検査工程、組立工程と一連の
流れがわかりやすくレイアウトされており、ものづく
りを理解しながら、見学することができました。
2012年に稼働された新西棟は高効率空調設備の
導入や太陽光発電パネルの設置、LED照明の採
用などにより、従来の工場と比べて大幅なエネル
ギー削減に努められています。モデル工場として、
環境性能に優れた最新の省エネ技術を導入されて
おり、その取り組みが高く評価され、省エネ大賞 
省エネ事例部門において最高賞の「経済産業大臣
賞」を受賞されています。特に興味深かったのが、
燃焼効率の高い最新式のセラミックファイバー窯
の採用により、冷却過程で発生する多量の排熱を
窯の燃焼エアーや乾燥室の熱源として再利用され
ている点です。日本国内ではあらゆる分野で脱炭

素化に向けた動きが加速していますが、産業部門
の脱炭素化は日本のカーボンニュートラル達成の
鍵を握っているといっても過言ではありません。
TOTOグループの具体的な取り組みを紹介いただ
き、参加者は各社の省エネ技術や自身の業務活動
と重ね合わせながら見学することができました。
また、これらの最新の技術、機器の導入は働き
方改革、業務効率の改善にもつながっていること
を知ることができました。滋賀工場では他工場に
先駆けて、熟練作業員の細やかな技術を搭載した
ロボットを導入し自動化することにより、作業員
の経験年数に関係なく均質な製品を作れることも
可能となっています。ただし、自動化を採用する
一方で、熟練の技も継承されています。ひびや割
れに繊細な陶器の製造工程では温湿度管理が徹底
されており、最終的には様々な方法での品質検査
が行われていることを目のあたりにし、TOTO
製品への更なる信頼を高める機会ともなりました。
このような活動は、普段の自身の仕事を顧みる
良い機会となっています。また、年代や職種の異
なる会員同士が刺激を受けられる貴重な機会と
なっています。今後も業界の価値向上に向けて活
動を継続してまいります。この度、見学に際し協
力いただきましたTOTOグループ関係各位に感
謝申し上げます。

３月14日、当協会経営委員長の森田明理事と長
元会長他２名ら青年部会が大阪市中央区の日本赤
十字社大阪府支部を訪れて寄付しました。
贈呈式では、森田委員長から大江桂子事務局長
に寄付金目録が手渡された。歓談では、森田委員
長は、不安定な世界情勢の中、活動に尽力されて

いる日赤関係者に対し、敬意を表するとともに、
「能登半島地震の被災者支援等で有効に使って頂
ければうれしい。」と述べた。それに対して、大
江事務局長からは、「私達の活動は皆様の応援が
あって成り立っている。毎年寄付を続けて頂き、
本当に心強い。」と感謝の言葉を述べました。

参加者全員で記念撮影担当者の説明を聴く参加者
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当協会恒例のボウリング大会は令和６年6月19日（水）に心斎橋サンボウルで開催しました。賛助会員

を含め27チームでの戦い（２ゲーム）となり、団体戦（チームは１社３名男女不問で結成、女子は１ゲー

ムにつき30点加算）は、㈱ベルテクノが見事優勝しました。個人戦（女子ボーナス点加算）では、内藤哲

也様（ジョンソンコントロールズ㈱）が優勝しました。

試合結果

◇団体戦

優　勝　㈱ベルテクノ 1,010ピン
準優勝　ジョンソンコントロールズ㈱ 964ピン
第３位　因幡電機産業㈱ 876ピン

◇個人戦（敬称略）

優　勝　内藤哲也（ジョンソンコントロールズ㈱） 373ピン
準優勝　佐伯彰彦（㈱ベルテクノ） 365ピン
第３位　北脇晃大（ヤマトヨ産業㈱） 354ピン

◇ハイゲーム賞（敬称略）

男　性　北脇晃大（ヤマトヨ産業㈱） 208ピン
女　性　田渕　愛（㈱朝日工業社） 180ピン

令和６年度ボウリング大会

団体戦　㈱ベルテクノチーム優勝

準優勝　ジョンソンコントロールズ㈱チーム

挨拶する木村総務委員長

第３位　因幡電機産業㈱チーム

優勝　㈱ベルテクノチーム

ハイゲーム賞
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○賛助会員募集のご案内
地球温暖化対策が求められる中、空調衛生設備へのニーズは、変化・拡大しております。

特に、「脱炭素社会」という新たな分野への取り組みは、当協会と各メーカー、代理店の皆様

と連携した研究開発が重要となってまいります。このような状況を踏まえ、当協会では賛助会員

の募集を行っております。

賛助会員として入会されますと、当協会において新技術、新商品の発表の場が持てるとともに、

新年交礼会や総会後の懇親会などの交流の場にご参加いただけます。

多くのメーカー、代理店各位のご入会をお待ちしております。

賛助会費　　１社月額4,000円

会費納入　　入会年度の会費は入会月から翌年３月末までの期間分を入会時に納入
（4,000円×３月までの月数）
以後は年額（48,000円）を下記半期と下半期に分け、上半期は６月末
下半期は12月末に納入

入会手続　　協会事務局までご連絡下さい。入会申込書を送付します。

開 催 日 行　　　　　　事 場　　　　所

10月３日 安全衛生大会 建 設 交 流 館
８ 階 グ リ ー ン ホ ー ル

10月21日、22日、23日 野球大会 スカイランド HARADA
多 目 的 運 動 広 場

11月12日 大空会ゴルフ大会 宝 塚 ゴ ル フ 倶 楽 部

11月19日 新技術・新商品説明会及び懇親会
（８月下旬以降、説明者募集予定）

ハービス ENT オフィス
タワービル９階会議室他

令和７年１月15日 新年交礼会 スイスホテル南海大阪

令和７年２月13日 （一社）日本空調衛生工事業協会
近畿支部会 シ テ ィ プ ラ ザ 大 阪

○今後の行事予定

機関誌「大空衛」の表紙写真の募集
広報委員会では、年２回発行の機関誌「大空衛」の表紙写真につきましては、建築物を中心と

したまちなみ等をモチーフとした写真を、会員及び賛助会員の皆様から募集したいと存じます。

つきましては、応募をお考えの方は、事務局（06-6271-0175）までご連絡して下さい。

なお、採用された方には、僅かですが、掲載料をお渡しします。

広報委員会
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一般社団法人　大阪空気調和衛生工業協会会員（78社）

２０２４年

暑中お見舞い申し上げます

会　　　社　　　名 代表者氏名

赤 井 設 備 工 業 ㈱ 上田　訓司
㈱ 朝 日 工 業 社 大 阪 支 社 西岡　　毅
㈱ 上 杉 工 業 上杉　嘉邦
浦 安 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 水野　博史
㈱ 江 坂 設 備 工 業 中村　昭一
エ ル ゴ テ ッ ク ㈱ 西 日 本 支 店 髙木　　登
オ ー デ ィ ー エ ー ㈱ 織田　幸子
㈱ 大 阪 城 口 研 究 所 城口　俊雄
鳳 工 業 ㈱ 齊藤　伸一
奥 田 商 工 ㈱ 奥田　康雅
影 近 設 備 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 東野　大輔
川 崎 設 備 工 業 ㈱ 西 部 支 社 国枝　実成
川 惣 電 機 工 業 ㈱ 昆沙賀正道
川 本 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 菅野　公隆
木 村 工 業 ㈱ 木村　之彦
協 伸 工 業 ㈱ 森岡　由智
㈱ 共 進 社 工 業 所 山内　順二
享 和 設 備 ㈱ 竹本　和正
ク ウ ケ ン ㈱ 杉本　知紀
九 櫻 設 備 工 業 ㈱ 髙安　秀幸
㈱ ク ド ウ エ ン ジ ニ ア リ ン グ 磯﨑　　博
㈱ ケ ン シ ョ ウ 熱田　敏広
五 建 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 安田　　実
サ ノ ヤ ス ・ エ ン テ ッ ク ㈱ 浅尾　洋光
三 機 工 業 ㈱ 関 西 支 社 勝野　耕治
三 建 設 備 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 永田　博巳
㈱ 三 晃 空 調 大 阪 本 店 堀内　昭律
三 神 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 髙谷　俊則
三 宝 電 機 ㈱ 井上　清人
㈱ 三 冷 社 西 日 本 支 社 金子　達哉
㈱JR西日本テクシアMC事業所 松尾　忠海

会　　　社　　　名 代表者氏名

敷 島 煖 房 工 業 ㈱ 土橋　誠二
四 國 機 械 設 備 ㈱ 曽我　幸二
島 設 備 工 業 ㈱ 井上　暎夫
主 計 管 工 ㈱ 中井　主蔵
城 陽 ダ イ キ ン 空 調 ㈱ 門脇　年治
㈱ 城 口 研 究 所 関 西 支 店 小山　正晃
新 日 本 空 調 ㈱ 大 阪 支 店 上杉　晴一
新 菱 冷 熱 工 業 ㈱ 大 阪 支 社 山口　武男
須 賀 工 業 ㈱ 大 阪 支 社 河部　和生
㈱ 精 　 研 辻　　武寿
㈱ 千 里 技 研 山田　正人
第 一 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 坂下　　隆
第 一 設 備 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 中村　秀樹
大 貴 設 備 ㈱ 田窪大五郎
ダ イ ク ウ ㈱ 橋本　　輝
大 晃 設 備 ㈱ 高橋　孝治
大 成 温 調 ㈱ 大 阪 支 店 柴垣　　哲
ダ イ ダ ン ㈱ 大 阪 本 社 北村広外志
大 熱 工 業 ㈱ 藪本　繁明
高 砂 熱 学 工 業 ㈱ 関 西 支 店 赤松　孝宏
㈱ タ カ ネ ツ 髙木　　優
㈱ 竹 本 設 備 竹本　太郎
田 丸 産 業 ㈱ 堀田　高志
㈱ テ ク ノ 菱 和 大 阪 支 店 武田　和夫
東 洋 工 業 ㈱ 谷本賢太郎
東 洋 熱 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 藤原　和明
㈱ T R U S T 桑原　貴志
西 川 設 備 工 業 ㈱ 関田　一也
㈱ 錦 　 廣田　典子
㈱ 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 本 店 髙島　良一
㈱ 日 設 関 西 支 店 長尾　　正
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賛　助　会　員 （62社）

会　　　社　　　名 代表者氏名

日 本 管 工 業 ㈱ 大 阪 営 業 所 小野　直人
日 本 フ ァ シ リ オ ㈱ 大 阪 本 店 植谷　信之
日 本 メ ッ ク ス ㈱ 関 西 支 店 立川　雅司
㈲ 原 設 備 原　　良一
日 比 谷 総 合 設 備 ㈱ 関 西 支 店 金子　昌史
㈱ 一 二 三 工 業 所 一二　健夫
㈱ 不 二 設 備 工 業 所 水田　幸宏
不 二 熱 学 工 業 ㈱ 近藤　康之

会　　　社　　　名 代表者氏名

富 士 古 河 E ＆ C ㈱ 西 日 本 支 社 辻　　郁次
㈱ 北 　 　 祥 澤村　幸雄
㈱ 前 田 商 会 前田　裕子
㈱ マ サ キ 設 備 正木　規善
丸 　 　 住 ㈱ 吉田　博子
美 和 設 備 工 業 ㈱ 栢瀬　秀樹
柳 生 設 備 ㈱ 福地　文雄
若 林 設 備 工 業 ㈱ 若林　　豊

会　　　社　　　名 代表者氏名
朝 日 機 器 ㈱ 大 阪 支 店 佐竹　輝久
アズビル㈱ビルシステムカンパニー関西支社 石坂　芳人
アルファ・ラバル㈱大阪支社 竹次　裕佑
安 　 　 藤 ㈱ 安藤　晴重
イ シ グ ロ ㈱ 西 日 本 営 業 本 部 松倉　義人
因 幡 電 機 産 業 ㈱ 山田　剛志
井 下 機 器 ㈱ 井下　光泰
荏 原 実 業 ㈱ 関 西 営 業 所 綿谷　龍一
㈱ 荏 原 製 作 所 西 大 阪 支 店 柳田　弘一
㈱ オ ー ケ ー エ ム 大 阪 支 店 野曽原康夫
オ ー ケ ー 器 材 ㈱ 山田　進一
㈱ オ ン ダ 製 作 所 西 日 本 支 店 稲村　佳和
川 重 冷 熱 工 業 ㈱ 西 日 本 支 社 高畑　輝彦
㈱ 川 本 製 作 所 大 阪 支 店 山下　哲彦
キタックスエンジニアリング㈱大阪本社 西本　智彦
木 村 工 機 ㈱ 大 阪 営 業 本 部 登尾　公彦
協 立 エ ア テ ッ ク ㈱ 大 阪 支 店 津田　　勇
空 研 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 秦　　利治
㈱ 古 島 大 阪 支 店 宮城　弘幸
㈱ コ ス タ コ ー ポ レ ー シ ョ ン 白井　敏弘
三 和 鋼 管 ㈱ 大 阪 営 業 所 岸野　真治
ジョンソンコントロールズ㈱大阪支店 小柳　吉正
新 晃 工 業 ㈱ 大 阪 支 社 加藤　　勉
㈱ 振 興 社 設 営 楠　　幸隆
新 日 本 美 風 ㈱ 荒牧　太郎
シ ン テ ッ ク ㈱ 大 阪 営 業 所 田村　周治
住友商事マシネックス㈱　大阪オフィス 才本　幸治
タイヨージョイント㈱大阪営業所 後藤亮太郎
㈱ ダ イ キ ア ク シ ス 大 阪 支 店 横尾　純也
㈱ 大 　 　 和 和田　浩一
高 井 水 栓 ㈱ 髙井　　徹

会　　　社　　　名 代表者氏名
タ カ ラ 通 商 ㈱ 渡辺　　晃
㈱多久製作所建築設備営業本部関西グループ 吉田　智也
㈱ タ ブ チ 大 阪 特 販 部 下玉利　誠
テ ラ ル ㈱ 関 西 支 店 若林　　聡
東 西 化 学 産 業 ㈱ 本 社 河野　祐一
東 テ ク ㈱ 大 阪 支 店 糸満　睦夫
T O T O ㈱ 特 販 本 部 土井　賢治
T O T O 関 西 販 売 ㈱ 前田　　信
東 洋 バ ル ヴ ㈱ 大 阪 営 業 所 池上　史郎
㈱ ニ シ テ ッ ク 関 西 支 社 藪川　洋一
ニ ッ ケ イ ㈱ 大 阪 営 業 所 清水　栄蔵
日 製 電 機 ㈱ 大 阪 空 調 営 業 所 小野由記夫
ニ 　 ッ 　 タ ㈱ 鈴木　弘樹
日 本 電 技 ㈱ 大 阪 支 店 八木　浩一
日 本 水 処 理 工 業 ㈱ 川西　昌史
㈱ 日 阪 製 作 所 大森　輝博
日 比 谷 通 商 ㈱ 関 西 支 店 芝口　　薫
㈱ 扶 　 　 洋 横田　好明
㈱ ベ ル テ ク ノ 大 阪 支 店 和田　修治
北 勢 工 業 ㈱ 北山　秀晴
三菱電機冷熱機器販売㈱西日本支社 福岡　敬史
森 松 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 山本　直樹
㈱大和バルブ西日本統括支店 小池　弘明
ヤ マ ト ヨ 産 業 ㈱ 本 社 大野　賢二
ヤンマーエネルギーシステム㈱大阪支社 徳島　久泰
ユ ア サ 商 事 ㈱ 関 西 支 社 小西　達朗
㈱ ユ ニ ッ ク ス 大 阪 営 業 所 内田　　徹
㈱ ヨ シ タ ケ 大 阪 営 業 所 古澤　嘉啓
㈱LIXIL LWTJ関西設備プロジェクト支店 服部　洋典
㈱ R Y O D E N 西 日 本 支 社 作田　匡志
リ ン ナ イ ㈱ 岡野　哲明
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東京から３年と変則的な開催となりましたが、
パリオリンピックがいよいよ開幕しました。街全
体での開催と環境問題に配慮した持続可能な国際
大会として先鞭をつけて欲しいと思います。
日本人選手の活躍が期待できるブレイキンなど
新たな競技も増え、従来の種目も最終選考の時期
を経て、選手の熱い戦いが日々繰り広げられてい
ます。
競技場を飛び出してパリのセーヌ川で開催される
開会式も新しい試みで今回の楽しみの一つですし、
何よりも大勢の観客に囲まれて、大歓声の中で選
手一人一人が持てる力を発揮出来る当たり前の日
常に戻り、日本選手団の活躍を期待しています。
大会前の寄稿ですが、どこからでも TEAM 
JAPANとミサンガを通して想いを結ぶと、力に
なる事を信じて心から応援をしていきたいと思い
ます。
がんばれニッポン

（Ｓ .М）

近畿地方も梅雨に入り憂鬱な日々が続いていま
す。個人的な話ですが、数年前から家庭菜園を始
めています。初めは真似事でネットで調べながら
適当な感じで始めました。
初心者でもなんとかなるもので、そこそこ大き
くは成長しますがなかなか実がならず　失敗の連
続でした。そこで農業をしている中学時代の友人
に相談し、野菜の育て方の基礎を教えてもらいま
した。土の配合、水やりのタイミング、元肥・追
肥の方法、害虫の駆除等について教わりました。
その甲斐もあって最近では僅かですが収穫が出来
るようになり、我が家の食卓にも出せるまでにな
りました。

野菜の成長を見ながらふと思う事があります。
社員の成長も同じような事が言えるのではと思い
ます。ほっておいても自分で考え成長していく社
員も居てますが、やはり基礎をきちんと教育し、
配属された部署についた後でも仕事内容をチェッ
クし間違い等があれば指導を行う必要があります。
野菜の生育と社員の成長が同じような過程を経
て、結果につながっていると思うのは私だけで
しょうか。

（Ａ.Ｈ）

大阪に転勤してきてちょうど一年が経ち、右と
左くらいは分かるようになってきた。単身赴任中
の住居の近所には大きな商店街があり、生活、特
に食生活には全く苦労しない。商魂たくましい多
くの飲食店からの手招きを見ないように通り過ぎ
るのには苦労しているが。
大阪に赴任する前は福岡で３年間勤務した。福
岡市内も再開発が活況で、あちこちにクレーンが
立っていたのだが、大阪はその何倍もの規模で開
発が進んでいる。このような超フォローの風の中
で仕事ができることは幸せな事なのだが、いささ
かフォローが強すぎる。しっかり足元を固めて、
強風に飛ばされないようしなければと痛感してい
る。
自身は大阪の美味しい食事で体重は増加傾向。
強風に耐え得る体重になってきている。会社も基
礎体力をつけてこの強風を凌いでいきたい。

（М.Ｋ）
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